
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

まず始業式前に、全校で能登半島地震の犠牲となられた方々に黙祷を捧げました。 

そして３学期始業式を開式。２学期の終業式には、「うれしいこと・感動したこと・素晴らしい姿が多

かった」ので、日栄小学校のみなさんは『高め合う

友だちになっています！』と言う話をしました。 

そこで３学期は、右のように『日栄小学校の自慢

と言える「けじめをつけて取り組む姿が多いこと・

多くの人が働き者であること・思いやりのある声か

けや行動ができること・根気強さ・団結力・やり切

る力・積み重ねる力・自主性」をさらに増やしてい

きましょう』と話しました。 

次は、左の「たつ年」に関する話題です。“なる

かもしれない”と書いたのは、より成長を遂げる

年や意外な才能が開花する年になるのは、何と

言っても、日頃から一人一人が努力を積み重

ね頑張り続けるからこそできることだからです。 

  子ども達に『大切なのは👇６文字の□をこえ

ることです。□に入る言葉は何でしょう？』と投

げかけると、考えている様子が感じられました。 

 

 

 

 

 

 

 

令和6 年（2024 年） 

１月１２ 日 第 11 号 

豊郷町立日栄小学校 

日 栄 小 
 

 
 
 
 
 

学校だより 【合
あ

い言葉
こ と ば

】「日栄
ひ え

の子
こ

みんなで輝
かがや

きあおう 笑顔
え が お

ひろがる楽
たの

しい学校
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令和６年（２０２４年）新年を迎えたものの、１日夕方に能登半島地震、２日には空港事故が発
生するという胸の痛むことが続きました。犠牲となられた方や近しい方々にお悔やみ申しあげま
すとともに、被災された方々にお見舞い申しあげます。未だ余震が続く中での辛く不安な生活が
少しでも早く改善されることと、被害がこれ以上拡大しないことを心からお祈りしています。 

 
 
 
 
 

本年も、保護者の皆様や地域の方々、そして

関係機関の皆様方の温かいご支援とご協力を

いただきますよう、どうぞよろしくお願い申しあげ

ます。 

学習・行事・仕事・生活習慣などにおいて、『今の自分を少しで
もこえよう』と頑張る子どもの笑顔や成長する姿が楽しみです。 
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「見ると幸せになる」と言われている
ドクターイエローの撮影に成功！ 
今年が、子ども達や教職員、そして保護者の皆さん

や地域の方々など、全ての方々にとって、笑顔の多い
素敵な一年になりますように！と願いをこめて。幸せの
お裾分けができればと思い掲載させていただきます。 

☆  ☆  ２学期の終業式より  ☆  ☆ 
挨拶や礼儀正しさ・自主性などで素晴らしい姿
が見られた子ども達の中から８名に、その様子を
全校の前で再現してもらいました。その後「僕を選
んで欲しかった。」「私も出たかった。」と言う声も
多く聞かれ、子ども達が自分の言動に自信をもっ
ているのだと感じ嬉しくなりました。 

☆ ☆ ３学期の学習の様子より ☆ ☆ 
👇身体測定後、養護の高橋春海教諭による 

保健指導「子どもロコモ」の予防等について 

 

冬休み中に本校に届きましたので、３学期の始業
式で紹介しました。スポーツ少年団で野球を頑張っ
ている６年生男女２名にキャッチボールをしてもらい
ました。“パシッ”といい音が体育館に響きました。 

字の上達を願って
取り組む書き初め 

            ＊ 各学年や学級の３学期のめあて ＊  
😄あおぞら：なかよく いっしょうけんめい 学しゅうをする 

たいせつにしよう、じぶん、友だち、じかん、つかうもの へや 
つづけよう、あきらめずに 
どうしたらいいか、かんがえよう 
しゅうりょうしきを えがおでむかえよう 

😄１年生：やる気 げん気 かっこいい １ねんせい！！ 
😄２年生：できたことを続け、ぞう🐘やタイ🐟を行動にうつす！ 
😄３年生：みんなの良いところを認め合って、笑顔で楽しくがんばろう！！ 
😄４年生：高学年に向けて、まずは自分で考えて行動！！ 
😄５年生：最高学年に向けて、学習にはげみ、友だちや下学年のみんなにやさしく接する。 
😄６－１ ：全校のお手本としてまわりを見て、苦手なことにも全力で挑戦する。 
😄6－２ ：何事にも全力で楽しみ、みんなを大切にして感動できる３学期にする。 


